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ためになる ことば シリーズ 

「幸せはブーメランに似ている。誰かを幸せにしている

と、いつかその幸せが自分のところに戻ってくる。」 

 “頑張らないけど、あきらめない…”で有名な鎌田實  

医師のことばです。まずは、身近な人たちへ思いやり

の心を実践していきたいものです。        Ｍ.Ｓ 

◇講 師 星川 千代洋さん 
        （御蔵町在住。定年退職後、カウンセリングや 

          キャリアコンサルティングに従事。） 
 

◇演 題 『活き活きと生きる』  
◇日 時 平成２１年５月２１日（木） 

      １０時～１１時３０分  
◇場 所 角野公民館２階大会議室 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ５ 月 の 行 事 予 定 

2日（土） 老人クラブ役員会 9:30～12:00 

7日（木） 老人クラブ会長会 9:30～12:00 

17日（日） 第 39回角野校区町民大運動会 8:30開会 

19日（火） 民生児童委員会 19:00～21:00 

20日（水） 角野分館おはなし会（幼児対象） 14:00～14:30 

21日（木） 生涯学習講座開講式記念講演 10:00～11:30 

23日（土） 老人クラブ女性部踊り教室 13:00～15:00 

角角角野野野   公公公民民民館館館   
だだだよよよりりり   

角野校区の人口と世帯（平成 21年 3月末日現在） 

・人 口  １２，２９８ 人（ － ５ ） 

・ 男    ５，８００ 人（ ＋ ９ ） 

・ 女     ６，４９８ 人（ －１４ ） 

・世 帯   ５，３７６ 人（ ＋１０ ） 

 （    ）内は３か月前との比較 

尺八奏者（アマチュア）でもある星川さんが、 

当日、生演奏を披露してくれます。お楽しみに！！ 

 

「新任のごあいさつ」 

 

角野校区連合自治会長 

麻 生  健 一 郎 

 

 校区町民の皆様、お世話になります。この度、連合自治  

会長を拝命致しました。これまで経験したことのない重み

を、日増しに実感しております。 

 気力、体力と１日２４時間を有効に活用し、これまで  

培った知識を生かし、基本は自治会活動、各会長様のご意見、

ご要望に対し、真摯に心を開けて参りたいと存じます。 

 様々な事業、思いもよらぬ難題に決断を問われる事変が 

来ると思われます。私を取り巻く方々と連携し、共に学び、

支えあい、実現に向け努力して参ります。 

 各自治会長、公民館、各種団体等、これまでに倍しての  

ご支援とご協力を賜りますようお願い申しあげます。 

 

「退任のごあいさつ」 

 

前角野校区連合自治会長 

三 浦   馨 

 

 今年３月末で、連合自治会長を退任いたしました。 

 平成１９年４月から２年間の在任期間中、町民運動会他の

行事に加え、愛大教授による防災講演会、新居浜消防による 

ＡＥＤ講習会等を実施できたことを大変うれしく思います。 

 また平成２０年度より「魅力あふれる地域コミュニティ 

活動支援交付金制度」が新居浜市の御厚意により新設されて

いますので、この交付金を活用し、いつ起きるかわからない

南海地震、東南海地震や、大型台風等に備え、連合自治会を

中心に、各ブロック、各単位自治会に、防災用品の整備に  

万全を期していただけたらと思います。 

 今後は、私の出来る範囲で、校区にご協力したいと思い 

ます。 

 最後になりましたが、校区の皆様方のご健勝と、角野校区

の発展を祈念いたしまして退任のご挨拶といたします。 

【日 時】 平成２１年５月１７日（日） 
                         午前８時３０分開会（雨天中止） 

【場 所】 山根市民グラウンド 
【主 催】 角野校区町民大運動会実行委員会 
【協 賛】 角野校区各種団体 

 

平成２１年度角野公民館生涯学習講座が始まります。

詳細は、別紙パンフレット「角野公民館へ行こう！！」

をご覧ください。 
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『角野公民館元館長 

横川 静氏遺稿より』 

 

  

『抑留生活』 - その⑦ - 
 

※記録された時代が不明ですので、集計や報告の数字は現在と 

一致しない点や誤字はご容赦ください。 

 

～前号からのつづき～ 
 

こんな情景を見ながら少々道幅が広い場所で朝食の準備を

する。先ほどの馬の死骸があった河原の水で炊事をする他

に水は無い。野戦なら不自由でも「固形燃料」が支給され

るが今の状況では入手は困難である。そこで河原で枯れ木

を集め石を積み飯盒を乗せる。一度に大勢が食事の準備を

するのでそれは大変である。食事が終わり片付けもまだ出

来ないのにもう出発である。横道河子を出発して、東へ東

へと急ぐ。ソ連兵は只「ヤポンスキー（日本人）ダモイダ

モイ、ナホトカ ダモイ（帰る）」と、日本に帰ることを強

調する。それを信じて行軍を続ける最初は河原の近くで野

営をする。 

 ２日目も早朝より食事もそこそこにして出発する。ソ連

兵も連日連夜の監視で疲れ気嫌が悪く再三我々の貴重品を

ねらう。然し使い方も知らないソ連兵の多いのには驚く。

我々は東へ牡丹江方面に移動し、明日にも連絡船で日本へ

帰れることを信じ、歩哨兵の言葉に従って重い荷物を一つ

一つと捨てていく。然し食料だけは持ち、雤具、個人用テ

ント、衣類等総てを捨てて身軽に行軍する事が求められた。 

然し途中で雤に打たれ、雤具を捨てたことを残念に思ったが

後の祭りである。２日目の宿泊地は「海林」の近くの山の中

で野営をする。夏とはいえ夜は矢張り冷え込みがきつい、今

日は早目に夕食の準備に取りかかる。 

 我々は東からソ連の国に入り「ナホトカ」から乗船して日

本に帰る事を信じて行軍を続けたが、反対に「東満一帯」の

開拓団の方々は、西へ西へと老人、女性、子供を連れて一台

の荷車に夜具と食料を積み、１３人～１５人が一団となって、

昼夜を問わずハルピンを目指して足を引きずりながら、助け

合って歩く姿は本当に経験した者にしか分からない苦しさだ

と思います。 

 ３日目の朝は、朝から雤である。こんな事なら「合羽」だ

けでも捨てなければ良かったと思うが後の祭りである。戦闘

帽をかぶっている為、頭から濡れる感じは無いがそれでも服

は濡れて重い、足がもつれる。然し皆んなについて行かない

と落伍すると銃殺されると聞かされている。 

みんなから １００ｍ～１５０ｍ離れると銃が火を噴くと

言われている。 

～次号へつづく～        （ 記・広報部 谷屋 ） 

●スモッグが発生しやすい状況 

 ・強い日差しがあり、気温が高く、風の弱い日に発生しやすくなります。 

 ・遠くの山や建物がもやがかかったように見えにくい日は注意しましょう。 

●注意報が発令された時には 

 ・屋外での激しい運動は、なるべく避けましょう。 

 ・目やのどに刺激を感じた場合は、洗眼、うがいをし、屋内で安静にしてください。 

 ・洗眼やうがいをしても症状がよくならないときは、医師の診察を受けましょう。 

 ・被害を受けた人は西条保健所または市役所環境保全課までご連絡ください。 

●発令情報を得るには 

 ・注意報の発令はテレビ、ラジオ、ホームページなどでお知らせします。 

 ・携帯電話・パソコンをお持ちの方は、「メールマガジン」を利用していただくこと 

をお勧めします。 

        

 

【市ホームページアドレス】 http://www.city.niihama.lg.jp/ 

 【市メールマガジンアドレス】 http://www.city.niihama.lg.jp/m/ 

 【光化学スモッグ情報ホームページアドレス】 http://www1.ocn.ne.jp/~ehime-ox/ 

※登録料・情報料は無料ですが、通信料は利用者の負担となります。 

 
☎問い合わせ  西条保健所（５６－１３００）または 環境保全課（６５－１５１２）

   
 

 山根町の岩崎功さんが、長年にわたり地域スポーツの発展に 
尽力されたことが評価され、平成２０年度新居浜市地域体育  
功労賞を受賞しました。おめでとうございます。 

今後も楽しくグラウンドゴルフを続けられますよう、益々の 
ご活躍を期待いたします。     （角野校区社会体育振興会長 永易） 

・５月４日から毎日放送 

・朝８時１５分～８時３０分 

 夜７時１５分～７時３０分 

・ＣＡＴＶにて 

 アナログ３チャンネル 

 地上デジタル 111 チャンネル 
 

ふるさとに伝わる昔話を「民話の

里・すみの」の会員が語り部と    

なって出演します。 

 高校生の紙芝居、公民館はじめ 

地域の人たちを交えた絵本の読み

聞かせ、ペープサートなど日頃の 

活動と共に放映します。 

 ハートネットワークを通して  

多くの方にふるさとの昔話を伝え

ます。どうぞお楽しみください。 


